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概要 

【目的】 

 2019 年に支部別の抗菌薬使用状況が本部により分析され、2017 年度に急性

上気道炎のレセプトに対して抗菌薬が使用された割合は、宮崎支部が 47.6％で

全国２位と高かった。 

 そのため、抗菌薬適正使用に向けた働きかけを行うべく、その後の使用割合

の推移を確認し、要因分析を行った。 

【方法】 

 2016 年度から 2021 年度の 4 月診療分（6 月受付分）の中で、急性上気道炎

の傷病を持つ外来レセプトデータと、その外来レセプトに紐付く抗菌薬の調剤

レセプトを集計し、抗菌薬の使用割合を年度別に算出した。 

また、急性上気道炎に併存する傷病数別の使用割合とレセプト数の推移や、

受診者の年齢階級別の推移を確認すると共に、性・年齢別の支部平均使用割合

から超過使用数を算出し、医療機関毎に推移状況を確認した。 

【結果】 

 2016年度から 2021年度にかけて、使用割合は約 55.7％から、約 32.7％へと

減少していた。 

 年齢階級別に見ると、特に 9歳以下の階級で大きく使用割合が減少しており、

最大の減少幅は 4 歳～6 歳の約 32.8％であった。併存傷病数別の使用割合につ

いても、急性傷病名単独の受診に対する使用割合が 32.9％と最も減少していた。 

 超過使用数の分析では、抗菌薬の使用割合の高い医療機関が占める割合は

年々増加しており、上位３医療機関で超過使用数の約 28.2％を占めていた。 

【考察】 

 当初は本部の分析結果を受け、使用割合の高いセグメントを特定し働きかけ

を行う想定だったが、実施迄には至らなかった。 

理由として、①事前に想定していた以上に適正使用の取り組み等により使用

割合が減少していたこと。②新型コロナウィルスの流行に伴って、急性上気道

炎をはじめとする「呼吸器系の疾患」の受診が減少したこと。③コロナ禍での

受診に対し広報を行うことに慎重な対応が必要となったことが挙げられる。 

そのため、今回は働きかけまでは行わず、分析の結果を支部内外で共有し活

用することとし、本部分析で抗菌薬の使用割合が全国１位だった奈良支部に対

して、今回の分析スキームを共有して横展開を図り、分析結果を共有した。 
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